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３．経営成績 

 

（１）平成15年９月中間期の概況 

当中間期における日本経済は、デジタル家電を中心とした個人消費の拡大と民間設備投資が拡大す

るとともに、株価も上昇に転じ、全体として緩やかな回復基調を示しましたが、９月以降の急激な円

高が今後の景気回復に不安定感を残しました。一方、世界経済におきましては、米国経済が堅調な回

復傾向を示すとともに、アジア経済もＳＡＲＳの影響で一時的に停滞しましたが、終息後は急速な回

復に転じました。 

このような状況の中で、当社グループといたしましては、生産部門では、中国広州工場の生産ライ

ンを拡張し月産100,000㎡体制の構築を進めるとともに、2004年３月完成を目指し第二工場の建設を進

めてまいりました。一方、国内におきましては、神奈川工場の少量多品種・試作短納期事業の拡充、

福島工場を中規模量産工場として生産体制を整備するとともに、山形工場では次世代高密度ビルドア

ップ、複合基板など最先端高技術製品の開発、技術の確立に努めてまいりました。 

そして、販売部門におきましては、国内３工場と中国広州工場とのシナジー効果を活用した営業活

動をさらに展開するとともに、広州、上海、米国サンノゼの営業拠点を強化するなど、グローバルな

販売体制の構築に努めてまいりました。 

その結果、当中間連結売上高は 131 億３千７百万円となり、30 億７千万円（前年同期比 30.5％増）

の増収となりました。また、損益面は、中間連結経常損益が８億５千９百万円と前年同期と比較し、

５億８千２百万円の増益、中間連結当期純利益は５億３千万円と、前年同期と比較し４億３千１百万

円の増益となりました。 

 

プリント配線板部門は、デジタル家電、車載品等を中心に国内、海外ともに計画以上の受注を獲得

できた結果、売上高は 107 億６千９百万円（前年同期比 38.0％増）、営業利益は 12 億５千万円（前年

同期比 164.6％増）と前年同期と比較し７億７千８百万円増となり、大幅な増収増益となりました。 

設計・原版部門は、短納期事業の拡大により、売上高は 14 億２千２百万円（前年同期比 21.9％増）、

営業利益は４億１千７百万円（前年同期比 48.0％増）と前年同期と比較し１億３千５百万円増となり、

増収増益となりました。 

電子機器部門におきましては、基板検査機及びシステム機器の受注低迷により、売上高は９億４千 

５百万円（前年同期比 13.6％減）、営業損失は１億５千７百万円となりました。 

 

所在地別セグメントの概況につきましては、いずれの地域においても大幅な増収増益となりました。

前期に本格稼働した中国広州工場は生産量の増加もあって、当期に入って収益が大幅に増加し、また、

国内工場においても、生産量の増加と、固定費等の削減の効果もあり、特に量産工場において損益が

大幅に改善されました。売上高につきましては、本邦が売上高 114 億６百万円（前年同期比 7.3％増）、

アジア地域が売上高 49 億３千１百万円（前年同期比 112.8％増）、営業損益につきましては、本邦が６

億４千２百万円と、前年同期と比較し２億９千９百万円の増益、アジア地域が７億１千７百万円と、

前年同期と比較し４億２千６百万円の増益となりました。 
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 なお、当期の単独業績につきましては、次の通りであります。 

 

売 上 高     １０３億９千５百万円（前年同期比    ７．８％増） 

営業利益         ４億８千７百万円（前年同期比  ２４．４％増） 

経常利益        ５億１千３百万円（前年同期比  ５５．９％増） 

当期純利益    ２億９千５百万円（前年同期比  ５８．１％増） 

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

キャッシュ・フローの状況につきましては次の通りであります。 

当中間連結会計年度における現金及び現金同等物は、営業活動により 17 億９千５百万増加し、投資

活動により 17 億７百万減少し、財務活動により２億１千１百万増加し、この結果、前連結会計年度と

比べて１億６百万円減少し、13 億６千６百万円となりました。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当中間連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税の支払いが４億２千１

百万円あったものの、棚卸資産の減少及び税金等調整前中間純利益の増加等により、前中間連結会計

年度と比べて 11 億２百万円の増加となりました。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当中間連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、本社土地建物の取得及び中国

広州工場へのプリント配線板製造ラインの新設等による有形固定資産の取得等により、前中間連結会

計期間と比べて支出が２億２千５百万円の増加となりました。 
 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当中間連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等による

長期借入金の増加があったため前中間会計期間と比べて資金が１億８千５百万円の増加となり、２億

１千１百万の収入となりました。 

 

（３）平成16年３月期の見通し 

今後の見通しといたしましては、景気の回復に明るさが見えはじめ、当電子業界も回復基調にあり

ますが、急激な円高など不透明感はまだまだ払拭できません。 

このような環境の中で、当社グループといたしましては、中国広州工場のさらなる拡充を図るとと

もに、国内におきましても必要な設備投資を行い、生産能力を高めてまいります。また、電子機器部

門の黒字化に向けて、事業の再構築を図ってまいる所存です。 
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当社グループの現時点での通期業績見通しは、次の通りであります。 

 

１）連結業績  売 上 高 ２７５億円      （前期比   ２７．３％増） 

        経常利益  ２４億円      （前期比 １７８．５％増） 

        当期純利益  １７億４千万円（前期比 ２７５．９％増） 

 

 

２）単独業績   売  上  高 ２２２億８千万円（前期比 １７．８％増） 

        経常利益  １０億５千万円（前期比 ６２．０％増） 

        当期純利益    ５億９千万円（前期比 ７７．９％増） 

 




